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み
な
さ
ん
、
北
海
道
に
ど
れ

く
ら
い
の
面
積
の
国
有
林
が
あ

る
の
か
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

北
海
道
の
約

３６
％
、
３
０
４

万
㏊
の
森
林
が
国
有
林
と
し
て
、

国
土
の
保
全
や
水
源
の
か
ん
養
、

野
生
動
物
の
生
息
環
境
や
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
場
の
提
供
、

木
材
の
生
産
な
ど
多
様
な
機
能

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
の
国
有
林
に
は

約

５０
万
点
の
境
界
点
が
設
置

さ
れ
、
そ
の
総
延
長
は
約
２
４
，

０
０
０
㎞
（
日
本
を
二
周
で
き

る
ほ
ど
の
距
離
）
に
及
び
ま
す
。

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、

こ
の
広
大
な
国
有
林
の
境
界
の

適
切
な
保
全
管
理
に
努
め
、

日
々
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
日
は
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

(

国
有
林
の
面
積
３
０
４
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
、
北
方
領
土
は
含
ま
れ
ま

せ
ん) 

境
界
は
所
有
す
る
土
地
の

境
目
と
し
て
、
隣
接
者
双
方
の

合
意
の
も
と
に
決
定
し
た
位
置

に
境
界
標
識
を
設
置
し
、
こ
れ

に
よ
り
土
地
の
所
有
を
明
ら
か

に
し
て
い
ま
す
。

国
有
林
で
は
、
設
置
し
た
標

識
を
測
量
器
械
に
よ
り
測
量
し
、

距
離
や
角
度
、
高
さ
、
座
標
値
、

面
積
な
ど
を
確
定
さ
せ
、
こ
れ

を
も
と
に
地
図
を
作
成
し
、
国

有
林
境
界
成
果
と
し
て
管
理
し

て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
の
売
り
払
い
や

取
得
に
よ
り
国
有
林
の
形
状
を

変
更
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
都

度
新
た
に
境
界
標
識
を
設
置
し
、

測
量
を
し
て
境
界
成
果
の
更
新

を
行
っ
て
い
ま
す
。

境
界
標
識
に
は
、
通
称
、
山

標
と
呼
ば
れ
る
「
山
」
の
赤
文

字
で
刻
印
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
の
標
識
（
写
真
①
参
照
）

が
主
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
に
も
現
地
の
状
況
に
応

じ
て
石
標
や
合
成
樹
脂
標
、
金

属
標
な
ど
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。北

海
道
の
国
有
林
境
界
の
歴

史
は
、
明
治
時
代
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
、
北
海
道
庁
が
管
理
す
る

北
海
道
国
有
林
や
宮
内
省
が
所

管
す
る
御
料
林
な
ど
が
そ
れ
ぞ

れ
踏
査
測
量
を
積
み
上
げ
、
昭

和

２２
年
の
林
政
統
一
に
よ
り

国
有
林
と
し
て
統
一
さ
れ
、
現

在
の
国
有
林
境
界
の
基
礎
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

国
有
林
境
界
は
ト
ラ
バ
ー
ス

測
量
（
既
知
点
か
ら
折
線
状
に

測
点
を
測
り
、
各
測
点
間
の
距

離
と
角
度
を
測
定
す
る
方
法
）

に
よ
り
境
界
標
を
１
点
ず
つ
実

測
し
、
そ
の
成
果
を
作
成
し
て

い
ま
す
。

現
在
は
光
波
を
用
い
た
測
量

器
械
に
よ
り
距
離
を
測
定
す
る

こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
器
械
が

発
達
し
て
い
な
い
当
時
は
竹
尺

や
ス
チ
ー
ル
テ
ー
プ
に
よ
り
数

メ
ー
ト
ル
～
百
メ
ー
ト
ル
以
上

の
距
離
を
測
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
林
と
い
う
環
境
下

で
の
測
量
は
そ
の
特
殊
性
か
ら

非
常
に
多
く
の
苦
労
が
あ
り
ま

し
た
。
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
も
多
く
、
測
量
器
械

や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
標
識
な
ど

を
背
負
い
、
道
な
き
道
を
歩
い

て
運
搬
し
（
写
真
②
参
照
）
、

深
く
険
し
い
谷
が
あ
る
と
き
に

は
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
資
材
を
対

岸
に
渡
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

樹
木
に
遮
ら
れ
次
の
境
界
点
の

見
通
し
が
利
か
な
い
場
所
で
は
、

樹
の
上
に
観
測
台
を
設
置
（
写

真
③
参
照
）
し
て
そ
の
上
か
ら

観
測
を
行
う
こ
と
も
あ
り
、
状

況
に
よ
っ
て
は
そ
の
ま
ま
山
の

中
に
テ
ン
ト
を
張
っ
て
寝
泊
ま

り
す
る
…
そ
う
い
っ
た
先
人
の

苦
労
の
も
と
で
現
在
の
国
有
林

境
界
成
果
は
築
か
れ
て
い
き
ま

し
た
。

（写真①） 
コンクリート製標識 

（写真②） 
資材運搬の様子（昭和初期～中期） 

（写真③） 
樹上観測の様子（昭和初期～中期） 

中央の囲みが測量手 

写
真
②
③
出
典

『
林
野
庁
監
修

図
説
国
有
林
の

境
界
』
地
球
出
版
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土
地
の
管
理
を
行
う
上
で
境

界
の
保
全
管
理
は
と
て
も
重
要

な
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
北

海
道
森
林
管
理
局
で
は
昭
和
初

期
か
ら
積
み
上
げ
て
き
た
境
界

測
量
の
成
果
や
台
帳
を
分
類
、

整
理
す
る
と
と
も
に
、
土
地
の

売
払
い
や
取
得
に
伴
う
変
更
が

あ
っ
た
場
合
に
は
そ
の
履
歴
も

含
め
、
測
量
成
果
に
反
映
さ
せ
、

土
地
の
所
在
が
明
ら
か
に
な
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

現
地
に
お
い
て
は
森
林
事

務
所
森
林
官
が
中
心
と
な
っ
て

行
っ
て
い
る
境
界
巡
検(

特
に

重
要
な
境
界
点
を
対
象
と
し
て
、

毎
年
現
地
で
境
界
の
状
況
確
認

を
行
う
作
業

写
真
④
参
照)

や
境
界
巡
視(

遠
望
か
ら
の
目

視
や
踏
査
に
よ
り
境
界
線
の
侵

害
が
な
い
か
を
確
認
す
る
作
業
）

に
よ
り
境
界
の
状
況
を
毎
年
確

認
し
、
土
地
の
侵
害
が
発
生
し

な
い
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
境
界
標
識
の
亡

失
や
破
損
、
移
動
な
ど
が
確
認

さ
れ
た
場
合
に
は
標
識
の
復
元

を
行
い
、
不
明
・
異
状
標
識
の

解
消
を
行
っ
て
い
ま
す
（
写
真

⑤
参
照
）
。

こ
の
他
に
も
、
国
の
機
関
や

自
治
体
な
ど
に
お
い
て
、
国
有

林
の
隣
接
地
も
し
く
は
国
有
林

に
影
響
す
る
場
所
で
事
業
が
計

画
さ
れ
る
場
合
に
は
、
境
界
や

測
量
成
果
の
取
扱
い
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
、
適
切
な
事
業
実

施
の
た
め
の
指
導
を
行
っ
て
い

ま
す
。

国
有
林
の
境
界
に
は
前
述
の

と
お
り
山
標
と
呼
ば
れ
る
境
界

標
識
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
付
近
に
は
赤
く

塗
ら
れ
た
樹
木
や
見
出
し
用
の

ポ
ー
ル
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

（
写
真
⑥
参
照
）
。
こ
の
樹
木

や
ポ
ー
ル
は
あ
く
ま
で
も
境
界

標
識
の
位
置
を
表
す
目
印
と
し

て
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

り
、
土
地
の
所
在
は
境
界
標
識

に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
有
林
の
境
界
付
近
で
工
事
や

農
作
業
な
ど
さ
れ
る
場
合
は
、

特
に
境
界
を
意
識
し
て
作
業
す

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

境
界
標
識
を
破
損
も
し
く
は

移
動
さ
せ
て
し
ま
っ
た
場
合
は

境
界
が
不
明
確
と
な
り
お
互
い

に
支
障
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

そ
の
再
設
置
に
は
多
額
の
費
用

と
労
力
が
必
要
と
な
り
ま
す

（
写
真
⑦
参
照
）
。
場
合
に
よ

っ
て
は
原
因
者
の
方
に
ご
負
担

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
地
域
の
森

林
管
理
署
に
ご
相
談
す
る
な
ど
、

境
界
の
保
全
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
民
の
皆
さ
ま
の
財
産
で
あ

る
国
有
林
の
管
理
に
携
わ
る
者

と
し
て
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の

関
係
者
の
皆
さ
ま
の
努
力
に
よ

っ
て
築
か
れ
た
測
量
成
果
を
預

か
る
者
と
し
て
大
き
な
責
任
を

感
じ
つ
つ
日
々
業
務
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

一
朝
一
夕
で
は
い
か
な
い
こ

と
も
多
々
あ
り
ま
す
が
、
今
後

も
適
切
な
境
界
の
保
全
管
理
に

向
け
、
励
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

 
(

保
全
課) 

（写真⑥） 境界標設置箇所の例 

（
写
真
④
）
境
界
巡
検
の
様
子

境
界
標
識
周
囲
の
雑
草
を
刈
払
い
、
頭
部

に
赤
ス
プ
レ
ー
を
塗
布
し
て
い
る

中
央
下
の
囲
み
が
境
界
標

（写真⑤） 
不明となった境界標識を測量成果に 
基づき探索する様子 

（写真⑦） 
境界標識を再設置している様子 

ポールや赤く塗られた
立木は境界標識を
見つけるための目印 

境界標識 
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道
南
地
域
に
お
け
る
課
題

の
ひ
と
つ
と
し
て
、
「
民
有
林

の
間
伐
が
な
か
な
か
進
ま
な

い
」
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
民
有
林

は
個
々
の
林
分
が
０．５

ha
以
下

の
小
面
積
林
分
が
多
い
こ
と

か
ら
、
①
集
約
化
が
進
ま
ず
間

伐
コ
ス
ト
が
高
い
、
②
民
有
林

の
搬
出
間
伐
を
実
行
す
る
事

業
体
が
少
な
い
、
③
路
網
の
未

整
備
な
林
分
が
多
い
、
な
ど
の

理
由
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

檜
山
森
林
管
理
署
で
は
、
こ

の
課
題
解
決
の
た
め
、
列
状
間

伐
（
搬
出
間
伐
）
導
入
の
た
め

の
技
術
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
、
道
庁
の
振
興
局

や
各
町
等
関
係
機
関
と
連
携

し
、
森
林
所
有
者
に
対
し
、
列

状
間
伐
の
モ
デ
ル
林
の
設
置

に
つ
い
て
協
力
を
呼
び
か
け

た
結
果
、
３
町
の
私
有
林
等
に

モ
デ
ル
林
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
各
現
場
で
の
現
地
検

討
会
も
重
ね
て
い
ま
す
。
搬
出

間
伐
の
導
入
に
向
け
て
、
関
係

機
関
や
林
業
事
業
体
等
に
、
国

有
林
の
間
伐
現
場
を
見
て
い

た
だ
き
、
森
林
作
業
道
を
整
備

す
る
こ
と
で
搬
出
間
伐
が
可

能
に
な
っ
た
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
。

ま
た
、
低
コ
ス
ト
化
に
向
け

て
は
森
林
作
業
道
等
の
路
網

の
配
置
が
重
要
で
あ
り
、
集
材

距
離
が
長
く
て
も
生
産
量
が

あ
る
程
度
見
込
ま
れ
れ
ば
、
事

業
と
し
て
成
り
立
つ
こ
と
を

説
明
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
振
興
局
の
森
林

室
主
催
の
現
地
検
討
会
で
は
、

民
有
林
の
間
伐
現
場
に
お
い

て
、
高
性
能
林
業
機
械
を
使
用

し
た
列
状
間
伐
を
見
学
し
ま

し
た
。

現
地
は
、
奥
地
の
森
林
が
多

い
国
有
林
と
は
違
い
、
国
道
か

ら
も
比
較
的
近
く
、
地
理
的
条

件
が
良
い
林
分
で
し
た
。

ハ
ー
ベ
ス
タ
に
よ
る
伐
倒･

造
材
を
間
近
で
見
学
し
、
効
率

的
な
作
業
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

作
業
と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
ま

た
、
す
で
に
導
入
し
て
い
る
森

林
所
有
者
も
い
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
道
南
の
民
有
林
と
し

て
一
般
的
な
小
面
積
の
林
分

で
あ
り
、
列
状
間
伐
導
入
に
向

け
て
、
よ
り
具
体
性
の
高
い
検

討
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
現
地
討
会

に
参
加
し
た
事
業
体
か
ら

は
「
（
列
状
間
伐
は
）
民
有

林
で
あ
れ
ば
、
ト
ラ
ッ
ク
数

台
分
の
生
産
量
が
あ
れ
ば

可
能
。
」
と
の
意
見
も
出
さ

れ
、
各
町
の
担
当
者
や
森
林

組
合
等
の
方
々
に
も
認
識

を
新
た
に
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

あ
る
町
有
林
で
の
例
で

す
が
、
列
状
間
伐
モ
デ
ル
林

の
設
置
を
検
討
し
ま
し
た

が
、
高
齢
の
林
分
が
多
く
、

結
局
モ
デ
ル
林
の
設
置
に

は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
モ
デ
ル
林
の

検
討
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

も
っ
と
早
期
に
列
状
間
伐

す
べ
き
だ
っ
た
と
一
同
が

納
得
し
た
こ
と
は
大
き
な

成
果
で
し
た
。

道
南
地
区
で
の
列
状
間

伐
（
搬
出
間
伐
）
は
、
な
か

な
か
導
入
が
進
ん
で
い
ま

せ
ん
が
、
実
際
の
現
場
に
お

い
て
、
林
分
の
調
査
方
法

や
、
森
林
作
業
道
の
作
設
方

法
等
の
検
討
会
を
更
に
積

み
重
ね
て
い
き
、
低
コ
ス
ト

で
生
産
性
が
高
い
「
列
状

（
搬
出
）
間
伐
」
が
地
域
に

定
着
し
て
い
く
よ
う
、
技
術

支
援
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

列
状
間
伐
の
導
入
定
着
を
目
指
し
た
取
組

地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

檜
山
森
林
管
理
署

国有林での間伐材搬出状況 

厚沢部町私有林のモデル林 

ハーベスタによる伐倒・造材現場 
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和
寒
町
は
、
人
口
約
３
，
６

０
０
人
の
町
で
す
。
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
は
、
水
稲
を

主
要
作
物
に
、
作
付
面
積
日

本
一
の
南
瓜
や
越
冬
キ
ャ
ベ

ツ
が
有
名
で
す
。
観
光
名
所

は
、
三
笠
山
自
然
公
園
こ
ど

も
の
国
、
南
丘
森
林
公
園
な

ど
、
森
と
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
施
設
が
多
く
あ
り
ま
す
。

南
丘
森
林
公
園
の
景
観
は
、

町
有
林
と
国
有
林
で
形
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

森
林
と
は
直
接
関
係
あ
り

ま
せ
ん
が
毎
年
、
秋
に
は
全

日
本
玉
入
れ
選
手
権
が
開
催

さ
れ
、
全
国
か
ら
選
手
が
集

ま
り
、
技
を
競
い
合
い
ま
す
。

和
寒
の
町
名
は
、
ア
イ
ヌ

語
の
「
ワ
ッ
ト
サ
ム
」
が
由

来
で
「
ニ
レ
の
木
の
傍
ら
」

の
意
味
だ
そ
う
で
す
。
和
寒

町
の
町
木
は
も
ち
ろ
ん
ニ
レ

で
す
。

国
有
林
と
和
寒
町
が
分
収

造
林
契
約
し
た
昭
和
３７
年
植

栽
の
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
、
約
２
，

５
０
０
㎥
を
６
月
に
伐
採
し

ま
す
。

ま
た
、
和
寒
町
で
は
、
林

業
で
の
地
域
内
循
環
シ
ス
テ

ム
を
推
進
し
て
お
り
、
町
内

の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製

造
施
設
で
、
林
地
残
材
を
有

効
活
用
し
て
得
た
熱
源
を
役

場
の
庁
舎
や
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
な
ど
町
内
の
公
共
施
設

へ
供
給
し
て
い
ま
す
。

４
月

２８
日
に
和
寒
町
山
火

事
予
防
パ
レ
ー
ド
に
参
加
し

ま
し
た
。
和
寒
町
、
上
川
総

合
振
興
局
、
士
別
地
方
消
防

事
務
組
合
、
士
別
警
察
署
、

和
寒
町
消
防
団
及
び
和
寒
町

森
林
組
合
と
一
緒
に
町
内
を

１
時
間
半
か
け
て
回
り
ま
し

た
。
今
年
は
、
全
国
的
に
山

火
事
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

前
任
地
で
は
、
２
年
前
に
山

火
事
が
発
生
し
、
背
負
い
式

散
水
ポ
ン
プ
で
消
火
活
動
を

行
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
と
き
の
経
験
か
ら
山
火

事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
日

頃
か
ら
の
取
組
が
、
何
よ
り

も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

５
月
中
旬
か
ら
雪
が
解
け

て
林
業
専
用
道
（
山
に
あ
る

道
）
に
車
で
行
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

通
行
が
増
え
る
こ
の
時
期
、

融
雪
の
際
の
被
害
や
危
険
箇

所
が
無
い
か
点
検
を
集
中
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

採
種
園
と
は
、
遺
伝
的
に

優
れ
た
木
を
集
め
て
き
て
一

箇
所
で
植
栽
・
管
理
し
優
良

な
系
統
の
種
子
を
採
取
す
る

場
所
で
す
。
和
寒
森
林
事
務

所
部
内
に
は
約
２４

ha
あ
り
、

北
海
道
内
に
は
２
８
３
ha
あ

り
ま
す
。

和
寒
森
林
事
務
所
は
、
森

林
官
と
非
常
勤
職
員
１
名
の

計
２
名
で
、
部
内
約
８
，
１

３
８

ha
を
し
っ
か
り
管
理
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
和
寒
町
役
場
へ
も
歩

い
て
５
分
で
行
け
る
地
の
利

を
活
か
し
、
和
寒
町
林
務
担

当
者
と
連
携
し
、
森
林
・
林

業
が
地
元
に
貢
献
で
き
る
よ

う
日
々
、
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
上川北部森林管理署 

和寒森林事務所 

森林官 

竹内 淳二 
森 林 官 です! 

南丘森林公園

山火事対策仕様の 
官用車 

 和寒森林事務所 

林
業
も
盛
ん
な
町

山
火
事
に
注
意

林業専用道
の点検 

林
業
専
用
道
の
点
検

お
わ
り

塩
狩
ト
ド
マ
ツ
採
種
園

自
然
の
恵
み
野
わ
っ
さ
む
町

（
わ
っ
さ
む
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
）

和寒町木質バイオ
マス燃料製造施設 
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駒
ヶ
岳
・
大
沼
森
林
ふ
れ

あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
度
も
様
々
な
森
林
環
境

教
育
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。「
森
林
づ
く
り
塾
」
や
「
樹

木
博
士
認
定
会
」
、
「
吉
野
山

植
生
観
察
会
」
の
ほ
か
、
「
は

こ
だ
て
花
と
緑
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
や
「
森
づ
く
り
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
集
い
」
な
ど

に
も
参
加
予
定
で
す
。

森
林
づ
く
り
塾
は
、
森
林

の
役
割
や
森
林
づ
く
り
の
基

礎
を
学
び
森
林
作
業
等
を
体

験
し
て
、
森
林
づ
く
り
や
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
へ
の

意
識
の
醸
成
と
、
森
林
環
境

教
育
に
資
す
る
人
材
の
育
成

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
６
回
の
講
座

を
開
催
し
、
内
容
は
次
の
と

お
り
計
画
し
て
い
ま
す
。

・
第
１
回
（
五
月
二
十
八
日
）

は
、
函
館
市
の
函
館
山
の
植

生
観
察

・
第
２
回
（
六
月
十
八
日
）

は
、
七
飯
町
の
カ
リ
マ
国
有

林
で
下
刈
り
体
験

・
第
３
回
（
七
月
九
日
）
は
、

七
飯
町
の
軍
川
国
有
林
で
間

伐
体
験

・
第
４
回
（
八
月
二
十
七
日
）

は
、
江
差
町
の
砂
坂
海
岸
保

安
林
の
成
り
立
ち
を
学
習

・
第
５
回
（
九
月
二
十
四
日
）

は
、
七
飯
町
の
吉
野
山
国
有

林
で
地
拵
え
や
植
付
け
体
験

・
第
６
回
（
十
二
月
六
日
）

は
、
リ
ー
ス
づ
く
り

こ
の
ほ
か
、
渡
島
振
興
局

東
部
森
林
室
の
「
森
へ
の
誘

い
講
座
」
と
も
連
携
を
と
り
、

横
津
岳
登
山
（
八
月
九
日
）
、

き
の
こ
学
習
・
森
林
散
策
（
十

月
二
十
五
日
）
を
実
施
し
ま

す
。樹

木
博
士
認
定
会
は
、
樹

木
の
名
前
や
識
別
方
法
を
学

習
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と

し
て
森
林
に
親
し
ん
で
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
た
ア
ウ

ト
ド
ア
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

一
つ
で
す
。

七
飯
町
西
大
沼
に
常
設
し

て
い
る
樹
木
博
士
認
定
コ
ー

ス
を
利
用
し
、
森
林
を
散
策

し
て
、
四
季
折
々
の
樹
木
の

変
化
な
ど
を
楽
し
み
な
が
ら

学
習
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
西
大
沼
コ
ー

ス
で
３
回
（
六
月
四
日
、
七

月
二
日
、
八
月
六
日
）
、
茂
辺

地
自
然
体
験
の
森
（
北
斗
市
）

で
１
回
（
九
月
三
日
）
定
期

開
催
し
ま
す
。

七
飯
町
吉
野
山
に
お
い

て
、
「
大
沼
自
然
豊
か
な
森

づ
く
り
協
議
会
」
に
よ
る
自

然
再
生
の
取
り
組
み
を
始
め

て
十
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

主
に
下
層
植
生
の
変
遷
を

観
察
す
る
た
め
、
年
２
回

（
春
・
秋
）
、
継
続
し
て
植

生
観
察
会
を
開
催
し
、
そ
の

デ
ー
タ
を
蓄
積
す
る
こ
と

で
、
吉
野
山
に
お
け
る
森
林

環
境
教
育
の
貴
重
な
情
報
と

し
て
活
用
で
き
る
も
の
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
六
月
十
七
日

と
九
月
二
十
三
日
に
開
催

し
、
六
月
の
観
察
会
で
は
「
北

海
道
フ
ラ
ワ
ー
ソ
ン
」
（
北

海
道
新
聞
社
主
催
）
に
も
参

加
し
ま
す
。

「
樹
木
博
士
認
定
会
」
な
ど

森
林
環
境
教
育
の
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
、
参
加
し
て
み

た
い
方
は
、
都
度
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
セ

ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

駒ヶ岳・大沼森林ふれあい推進センター 

『
森
林
づ
く
り
塾
』

『
樹
木
博
士
認
定
会
』

『
吉
野
山
植
生
観
察
会
』

鋸を手に間伐体験 

樹木博士認定会の様子 

吉野山の調査の様子 

TEL： 0138-51-0381 
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【空知森林管理署】 

5 月 27 日、長沼町の国有林において、今回

で 31 回目となる長沼町主催の町民植樹祭が開

催されました。 

会場となった防風保安林は、昭和 9 年にヤチ

ダモが植栽され、これまで強風から農地や道路

などを守ってきましたが、植栽されたヤチダモ

も老木となり機能が低下していました。 

空知森林管理署では、このような防風林につ

いて、高齢化して弱った部分を帯状に伐採し、

そこに苗木を植え付け、若返りを図っていると

ころです。今回は、その事業地の一部を会場と

して活用し、あいにくの雨の中でしたが、約５

０名の方々に参加者いただき、ナナカマドを

240 本植えました。 

長沼町民 

植樹祭 

【上川北部林管理署】 

5 月 19 日、下川町有林において下川町と上

川北部森林管理署共催の「第 50 回記念下川町

植樹祭」を開催しました。 

会場では、下川町森林組合による高性能林業

機械のデモンストレーションが行われ、カラマ

ツを「ハーベスタ」で伐り倒して玉切りした後、

「フォワーダ」に丸太を載せ運搬する一連の作

業を見学しました。 

このような、先進的な高性能林業機械や作業

を初めてみる方も多く、驚きの声が上がってい

ました。 

その後、約 180 名の参加者とともに、1500

本のカラマツコンテナ苗を植樹しました。 

第 50 回記念 

下川町植樹祭 

【西紋別支署】 

５月１４日に、滝上町において、町主催の「童

話村」第 33 回植樹祭が開催されました。 

長屋滝上町長から「30 年前に植樹したサク

ラやモミジが今、遊歩道を歩く人の目を楽しま

せています。」との挨拶をいただき、次いで、森

本支署長から、「今日植えた木の様子を「山の日」

に見に来るのも良いかもしれません」との呼び

かけがありました。 

植樹は渚滑川の両岸にある渓谷遊歩道沿いで

行いました。川のせせらぎや鳥のさえずり、大

小さまざまな滝のしぶきを感じながら、約 120

名の参加者とともに、ニトリザクラ 20 本、エ

ゾヤマザクラ 30 本、ヤマモミジ 50 本の合計

100 本の木を植えました。 

【西紋別支署】 

5 月 21 日、紋別市大山パークゴルフ場跡地

において紋別市、紋別漁協協同組合及び同女性

部の主催で、第 22 回オホーツク魚の市民植樹

祭が開催されました。 

針葉樹 150 本（クリーンラーチ 100 本、ク

ロエゾマツ 50 本）と広葉樹 200 本（ミズナ

ラなど）を約 400 名の参加者で植えました。 

植樹した木には、エゾシカが広葉樹の新芽を
食べてしまうのを防ぐために、ハイトシェルタ
ーという光を通す筒を被せました。 

最後に、アトラクションの海の幸植樹パーテ

ィーでホタテ貝焼き・カニ汁がふるまわれオホ

ーツク海を望みながら海の幸に感謝しました。 

「みんなで森林づくり」の詳細は  検索 森もりスクエア 

第 22 回オホーツク

魚の市民植樹祭 

「童話村」 

第 33 回植樹祭 
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お
知
ら
せ

５
月
９
日
、
野
幌
森
林
公
園

に
お
い
て
「
森
林
植
生
勉
強

会
～
指
導
者
養
成
コ
ー
ス
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

各
種
ガ
イ
ド
業
務
に
精
通

し
て
い
る
野
幌
森
林
公
園
自

然
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
濱
本

真
琴
さ
ん
を
外
部
講
師
と
し

て
お
招
き
し
て
、
普
及
活
動

の
た
め
の
ガ
イ
ド
手
法
等
を

学
び
ま
し
た
。

５
月

18
日
、
三
石
国
有
林

に
お
い
て
、
日
高
振
興
局
森

林
室
及
び
近
隣
町
役
場
（
新

冠
町
、
新
ひ
だ
か
町
、
浦
河

町
、
様
似
町
、
え
り
も
町
）

の
林
務
担
当
者

２７
名
、
当
署

職
員
20
名
、
総
勢

47
名
を
対

象
に
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
の
安
全
な
飛
行
に
つ
い

て
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
昨
年
か
ら
各
地
で
講
習

会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
回
は
参
加
者
が
最
も
多
い

講
習
会
と
な
り
、
ド
ロ
ー
ン

へ
の
期
待
と
関
心
の
高
さ
が

う
か
が
え
ま
し
た
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
の
市
町

村
、
道
有
林
、
国
有
林
の
森

林
総
合
監
理
士(

フ
ォ
レ
ス
タ

ー)

に
よ
り
、
昨
年
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
発
足
し

ま
し
た
。

こ
の
度
、
５
月

19
日
に
平

成
29
年
度
の
第
一
回
の
集
ま

り
が
あ
り
ま
し
た
。

５
月
26

日
、
大
雪
山
森
林

生
態
系
保
護
地
域
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
巡
視
員
会
議
を
開
催
し
、

巡
視
員
35

名
に
委
嘱
状
を
交

付
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
大

雪
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域

の
保
護
や
管
理
を
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
巡
視
員
の
み
な
さ
ん
や

登
山
者
の
み
な
さ
ん
と
手
を

携
え
て
、
一
層
充
実
さ
せ
て

い
く
考
え
で
す
。
覚

５
月
19
日
、
足
寄
町
国
有
林

に
お
い
て
、
下
刈
の
軽
減
と

低
コ
ス
ト
化
を
目
的
に
、
地

元
の
造
材
業
者
が
試
作
し
た

格
子
バ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
サ
サ

剥
ぎ
実
証
実
験
を
行
い
ま
し

た
。

 検索 森もりスクエア 詳細は 

思わず引き込まれる 

濱本講師の解説 

森
林
植
生
勉
強
会（

札
幌
市
）

 

森もり！スクエア
トピックス

 

大
雪
山
森
林
生
態
系
保
護
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
巡
視
員
（
上
川
町
）

オ
ホ
ー
ツ
ク
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
ズ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン(

遠
軽
町) 

広報 「北の森林
も り

 国有林」6 月号 
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無
人
航
空
機
講
習
会
を

（
新
ひ
だ
か
町
）

ロゴマークが 

できました！ 

全
旋
回
格
子
バ
ケ
ッ
ト
に
よ
る
サ
サ

剥
ぎ
実
証
実
験
（
足
寄
町
）試作された 

バケット 

イ
ベ
ン
ト
情
報

カ
レ
ン
ダ
ー

北
海
道
木
育
（
も
く
い
く
）

フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
「
木
育

交
流
会
」
を
７
月
８
日
と
９

日
の
２
日
間
大
樹
町
で
開
催

し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
次
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
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